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【本資料作成の趣旨】

Ｏ全校で團轆した嘘かな学力」の伸長を図るための蝿Em5題解決能力等に関する蘭度)I己弍､て､割翠鍬況を把屋し、

それ翻甑k方法の改善Iご結びf寸けること冠iｴｺﾖﾉ１１区の】B固[･生徒の町跡な学力jの一層の定着を図ろための－掴f料と
した。

Ｏ評価U､観点ごと､､正答率からみた課題を明確lこした。
Ｏ課R劃iﾆ対して、勵観F方法改善0,ポイント」蓬具体的険撒k方法にふれながら寵哉した。

【各学校における本12冊料の活用について】

０名`講交ば村嗣Iご示す、可１１区の翻圏課の分析と考察を踏まえた_E直自校の鯉E結果の分析と考察を行､、碗Oな学力

の向上に向けた取組につし下て整理し、噸鋤勤な学力向L上描僅プランjの見埴[し窪行う。

○名&對交供学校ごとのＷ冒導方濁h善のポイント」を明確にｕｕﾆでk一人一人のＩ瞳･生徒に応口上相i鴬方法患改善する。

平成21年７月

iｴﾃﾞﾘⅡ



平成2○年田畑E由劃勘学力向上を図邑織bの畑曲0,M闇劇ごついて
｡城２１竿7月圃学隣間園■狭能力覇割ずる■劃

観点ご創閲趨率 短愈曽との結桑と分析

全体､､平均正答司叫ま５６．７％でdbD、東京都及[肉、弓Ⅱ1区を下回っている。出題
数８問中、正答電勧３７０％を下回る問題は７間ある。
、5■を発見する力｣は１問の出題で、平灘肛E讐鋼±７９．７％である。
咄u通すｺﾞ皿はｌ問の出題で､平麓正答率は６３．８％である。
田口用･応用する力』は4問の出題で､平均正答鋼士４９．３％でdbD、正答鋼i§
６０％を下回る問題033間ある。
胞顧A淀する力｣は１問の出題で、平鐘正答率は４７．１％である。
賎現する力｣は１問の出塵侭平穐正答鋼ま６５．９％である｡
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評価､､観点 東京都 江戸111区 :ｒｊ乙鋪懐:灘ｊｉ亭

聞題を発見ｒｊ－る力 ８１．５％ ８１．３％ ;事:､蕊jiii霧!i鰯i1rMf<Ｉ！

見通す力 ５９ ● 6％ ５８．５％ ::111:+/篭護ｊｉ鶏1MｆｉＸｌｌＶ

適用・応用する力 ５４．５％ ５２．２％ ､ﾇｲﾓ饗!;鼻;i1職;！?）

意思決定する力 ５０．６％ ４７．５％ ｆｌＪｂ蕊Z談jilmil;;?)1１

表麓9-る力 ７２．１％ ７０．７％ 了j雲I:識皇醗Ｂｉ霊lｉ

総合 ６０ ● 2％ ５８．３％ Lj:ﾉｰ?露ｉ５郡71綴二ilF

１

円

￣

｡燗の巫箇nｺ選;鞍3唖正鋼翻ま７９．７１６Fである｡東鯖K､江フゴ11区の平壗盛やや下匡1つた

カヘI蚤隠詞じF団ban賭U’５５由囚阿塙wDi3S圏R肢4通１５．９％で&りる｡こ0,要因とlﾉて催
2梅､写切睦l垣陵し､イの｢３０年くらし燗hに』らつたｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾘ吻蝿粧岡⑰さくに鰯つっている」
こと鯛H閉峨fLたものの､ニロの状BuにP動､、あみ取ｵ也鞍かつたことによるものと考えられ墨

エ

東京都 ８１．５％

H[FVII区 ８１．３鵠

本校 ７９．７蝿

■－－－－■■－－‐閂二二-Ⅱ■n口－－

【イ蕊鯏jﾐﾜｶﾞ蛤的な学習の時間の学習におI,､て】

１児竃力q白蟻のⅡ､睦個創鉛ってu鮭H:唾tuﾅ鐘個ら醜殉取る活動の充実を図登
事敷繩勝取る、圃刷を明確Iこ'ﾉて､その哨月劇に沿って撞騨D事熱を1個陵･ﾛ愚U酌$ﾌﾟながら共

通i議相ﾋﾟﾋ点を醜みU渡るように擢簾する｡また鱒聯取り0,魑程におし､て､率熟ご浴にR翻射~る麟不

明E紘点などに乱､てUp9瞳CD気付きを1蝋06意匿醐認Iき出し､憤薗意B髄喚起するように鎮吋

る。

2-uﾛ崖する間四mm■麹ご乳､て時癖検鯛する愚､の笂実を図る
児童罠ﾉい肋澗匿翻囲定ｕｔ後lニすぐに追究する滴醐叺るの鮒カパ、クビバーワ準学騒全体ＨＧ

児童罠ﾉｾｰ人が考えjEH鰯こつUTdW報交換をｲ詞Ｘ問国の内容やその6面iHlz2弐予て樹寸した後､再度
問H髄練り直して､追究する､瞬髄快走;弓るような活ﾛb錨目症して1'､く゜．

２

尻

！̄
｡燗の亟翻｡迩択肢2でkⅡﾖ答瑠土６３．８９６である｡東罵C都、5割１１区０，平均をやや｣｣回った。

日賭め中回吸も同間司目鯛MWD繭日択肢3の１７．４９６Ｆで｡らる。この團園としては､割引制更のPｉ

客を理解してパフKO､*I金が1,､くらになるの岬I通しをもつこと力麺きう､二ｐ甥に4回も乗るか
ら一日乗車券を買ったｶｶ嬢<なるだろう。」と考えてしまったことによるものと考えられる。

２

東京都 ５９．６％

江Ｊ可11区 ５８．５％

本校 ６３．８％

【各教科や総合的な学習の淵蘭の学習におし､て】
１鯉■を予鰯趨晋磁則二1.けるた｡bの学習｡､ﾖR升充実塵図ら
例えば､第３亀鞘里科のロ麟凹城F&と体のつくり」0,学習で腕ﾎｳｾﾝｶのEEまきをする鴎こ、

鋤E出る様子遂予想して凋翻詞括口bをﾛ賎fする｡夷騎ご絵I銀して親5と､児童睦櫨#DOD蝋:出た

穣剰ごP式､て､よく分かってい鞠bいことに気ﾘｵく｡そ0,結果とし廷曜i鋤:出j蝋子をi胸O物てみよう｡」

と1,,つ湖ﾛ察のiH点が嚇劃ごなり観圏P､の意創b胸鰭ってU､<ものと考えらｵLａ

２t課の刊幽二乱『てUDH園交換を行う学圏W､蝕讐弼酸図愚

伯W践換を行うことによってＪ誼肱自分､ｹﾞﾃ想回､立ｱ〔方輔aその妥当性Ｉ

きると

くこと

ともI昌濁勘､予想をHHいて、友達のよ''､ところを学5:こどもできる巳

z:鋤Tてi展り返ることがで

こ､､軽目睦用H融醐まて！、

力吠切である。



￣

結果p､分析

１s

正割ま､選UH肢4で､本樹ま東京者B､江戸Ｉ11区の｡『均より下回って､52,9船であつ
た｡nN答０，中で最も反応率力mgL､のは､週郷支1で､17,4船の反応率であった｡この
要因としては､３回の髄ｕ差ことと結果と瀧郡ｲ訳ﾅて湾察する力にgRR剛あり､懐中
■打力《つかなかった原因を特定することができなかったことによるものと考えられる。

東H廟 5ａ砿

江同'1区 ５４.フ刑

本BＥ ５２，９％

■－－－－－－－■■－－￣－－口－．■■

【理科０，学倒二おいて】

見通しをもって観察､実験などを行う活動をたくさ〃5KりうＷじていきたい｡見通しを
もつこと侭子どもが自己の責任におI(て問且醜解決していく活Ebや場を保証す量こと
になる。そのためには､子ども-s人一ﾉＷ発想した予想や仮蝋構想を尊重し､そ可fLに
基づb､て観察､実験などUD活動を進めることを樋ける必要力§ある｡夏j通しをもつこと
によって､予想や仮鋭､構想と鰯震実験の結果の-蕊不~篭め08明F霞こなる｡両者が
一致した場合、予想やl圃醜構想を確認したことになる。一致しjbﾐﾚu筒合子どもは自
分が立てた予想や仮脱､鯛懇､あるＷｺﾞ湾案した観蕊実験の方法などを振り返り、そ
れらを見直し､再櫛Wすることにjheる。このような週i塁を通して、自分の考えをI胆iえず
見直し､行動を改彗3-るH豊度を身にfdlﾅることになる。

￣

「１４１

正樹求遍繩史1で､46,4髄の正答率である｡I鰐の中で最も反応率胴乱､のは､選択
顕で2ａｌ船の反応率である｡この要因としては､ﾛ乱合ＷＤｍＨ蘭①みこざﾊﾞｸが述べて
いる｢ﾛﾛぺて分１０､っていることは､■わ机､駒にしましょう｡｣とし弓､この腕"合し､のルー
ルについて理解画き制ご題#H』てしまった畠と'二よるものと考えらｵﾙる。

●

薊制、 ４７０５船

江戸lII区 49.296

本依 46.鰯

【国層科の学習において】

目的鼎意図に応じ､考えた】鰈伝えた'八事などを的確Iご話すことR湘手の意図をつか
み』beがら聞くことができるようlこするとともに､骨f直ii9に話し合おうとする態度を育て
ること力:大切で;bる゜

子どもたちに話し合し､を進行させる経験を十分に積ませるとともIこ､話し合Ｗ､際に
は､話題達明確に意識させるようにする。例えI護話し合ｗ,前に話し合う目的を穣認

し､話し合うメンモー全員で」駒するようにしたり、話し合Ｗ､内容にすH1力0Kなし功曾ど
うかをW勧める場面を設けたりする｡そ､､際､進行､ﾜ役割につし淀も確認し､話し合し
の進め方につ1,,「ても習累Wを図るようにすることが大BUで3bる゜

、

￣

正答は､選択肢２「Ａコース弓丘 さくら茶屋の西を通る」で、本蜘ま､東京都、

i工J可１１区の平均より大きく下回って、３６，２％であった運択肢3の『Ｂ＝-ス
砥けやき茶屋のF樹をi菌る」で、３４，１％の反応率0Kあったことばこの､副因と

して潮bの方位や等H爵線の見方につ1,､ての理解が不十分なことによるものと考え
られる゜

５

月囚闘曝 47.フ妬

江同I腿 4３．８９６

本校 ３６．２％

【社会科の学習において】

東西南北の方位につし､てくをt宝僖轄｢中噸こして理科や生活科などﾋﾞﾜ学摺rで実際に体験
して伽､るが､知MHとして定着していなし、社会的事象を観察したり､i鯉Eしたりした
ことを実闇削こ白l題画などに寵うけるような活Mib力泌震で&bる。
また筆､識のF坊につい『て麟な力むかi椴､､授業に霜IＸ指導する機会ｶﾖあまりな

しも「等高線が梶Aﾉでし､る所I剴頓きが念でdbること」や噂商線の剛S広い所Iま傾きが
穏やかであること」０ＭメージをもてるようI菖作図させたり、立体模型を使った指導
が不可欠である｡縮尺を:用し､て､蝿図上のある地点からある地点までUD長さをＩＮＩって実
際の距離壷捉えるt蝋は､社会鍋似刷醇で学圏ﾄｩｰる機会がない｡そのためI亘社会科の基
1,勘櫛箇の充実を図D、日常生活におし､て案E鳥と活用･応用できるようにしておき､地
図Iご親しみをもって接することが必要:bる゜



結果ﾛ､翁鯏ｆ 指則■宕憲由垂d砺偶ｲﾝﾄ

６

円

ＬＤ

正答は､選択肢3画東京都と区の平均とほ133司じの４７，５％の正答率であつ

た。誤答の中て、最もl戴想率の齢､の付趨択肢1画２６，８％である。この要因

としてはそｵしぞれ０，条PH目互の関係を十分に検樹しなかったために、ＲｆＡ’たく

物をほし終わってから５Bi澗膠LL:たったら、取りこA’でたたtRjという時間の感覚

に力物わる条件を便落としてＷこことによるもので8bる゜

６

聴開凪 50.696

江同1厘 47.596

本技 47,１％

【各教科やO亀合力砿k学習の時間において】
必要なI鯛lを読み取ってＩ説するような学習I虫なかな力滴鰯的に設定しないと育て

ていけなし､ものである。鐡引胃報などを正､魁ご鏡み取り、穣々な条件に適した選択と判
断をfしなけれＩｺﾞ6ならない｡社会F1などの図やグラブから情報葱正鯏ご読み取る学習など
やｓ生活予定表などを効率よく考え､組み立てる醐練も必要となるのだろう。
児童自らが自主的に主体的に考える笹HR塞馴こつけ、その場しのぎではない：1画Iこ立

脚した生活を送ろうとする意欲をF育てるために、このような学習も大切に獲ってくるの
だろう。

７

円

；̄ ］直観ま､選択肢5-7■4-2(5-7昌2-4),5-4F2=8(5-2-8-4J,5-7-2-8の3つのパターン

である｡本校の正答率は､東京都とlまぽ同じの５３，７％である｡誤I閨$よ大きく
２つに分類でき、］LつI虫内容は適切だ力3文のi隔Ｉ軸鏑切でなく、文章を構成する

力に課題0Kある。もう１つIま､問題の図を読み取り、示さｵＫいる内容をF忠翼こ示

ブカに灘動02ある。

フ

東翻、 54,996

江同1厘 ５１０８９６

本校 ５３.戎

【各教科や総合的な学習の時間の学習Ｉ調し定】
Ｚ鯛する期適を適切にとらえ､説明する事Wiを整理して発表するiM鰊が必要である。

ば､ｸﾞﾗﾌや図などの】【料を用いて鯛ぺて分かったことを蝋明する培面Iおいて､どの
な顧序で説明すればよＭ噛酎し､8月明の準備の醐忌観明するため
ることで力がつ剣誇えられる｡さらに､相手Iこ物事を説明ず愚闘二は、

目的に応I』て、

､りえ

Jう

の順序について考え

相手0,立釘Ｉや状況、

脱明する内容をRE理して蜜翻ることが大Ｕｉである｡6mえば､社会科0,学
召･総合G駄鼠学習0,賎n町で鯛ぺたこ&遥末と80る泪面におしｒ､円函固と｢唖H2たこと｡考え
たこと｣を区別しているか閉か'二ついてFEかめる活動を還し､力を伸ばしていけるl畠ろう。

８

円

￣

正轡ｺﾞ6囲尺肢4でｋ本校の正答割則武７０，２％で;らる。 】f[京都･江，ﾖﾘ１１区どつち

よりも少々下回ってI'､る゜誤叡､要因としてば３穂M周の単位が提示されているた

め､家で一日に使う水0,週hの合計を求める鬮昌どの単li[をi舌用ｻﾗｵLぱよし功判q断

できな力やたことによるものと考えられる。

８

東H蟻Z ﾌｧ｡塗9６

江戸Ⅲ11区 740996

本校 ７００２％

【各教科や総合､鞄学習の時､Hの学園=おいて】

この問題を解くためにば考えの筋i道を明W戯こすることが大切で8らる。 この場合iま、

まうP①表に示さｵUだ〕kのBkをリッＭのq蝋こそろえ遁箇f算する。l俄削こ､②リットル
にそろえた数値を、さらに浴そう「２００リットルIのいくつ分に置き換える。この二
つのi圖程を自分己見つけ､たどることが必要で3りる。このよう'二ｉ鑓を明らｶｷこして
屡蝿的l堵えらｵﾙるような､l騨匿勵g【てし､きたい｡その鬮1鰊として､①目的を明i塵にし、
モオLに沿ったH鯛を$礫する、②筋開を墨5運し､表やグラブに表してﾗﾋﾞ料CD糊腱や1町可
を醜みHiHる、③特i1開５，句に着目して事柄をｷﾘi9fしたり、その理由をせつめいしたりす
ろ、といった一連CD活動を意図的に取り入ｵしることが大傅Uである。


